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Abstract 

Territorial and courting behaviors of the barbel steed Hemibarbus labeo (Pallas, 1776) were observed in an 

irrigation canal of the Tamekawa River system in Kurashiki City, Okayama Prefecture, Japan, on April 28, 

2026. The courting behavior was distinguished by four phases: tracking, parallel swimming, reversal, and 

rubbing. The occurrence of these behaviors in the irrigation canal suggests that H. labeo uses agricultural 

canals as spawning sites. 
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コウライニゴイ Hemibarbus labeo (Pallas, 

1776) はコイ科ニゴイ属の淡水魚で、河川

中・下流域～汽水域に生息し（細谷 2013）、

半底生生活を送る（川瀬 2025）。日本国内に

おけるコウライニゴイの自然分布域は近畿、

中国、四国地方であるが（細谷 2013; 川瀬

2025）、人為的な移植によって、熊本県菊池

川水系に定着している（川瀬 2025）。成魚の

全長は約 30～50 cm で（内田 1936; 川瀬

2025）、コイ科魚類の中では比較的大型であ

り、寿命は 8～10 年程度である（Lee et al. 

2012）。 

コウライニゴイの繁殖期は 4 月～6 月で 5

月が盛期とされ（川瀬 2024）、河川の瀬にお

いて産卵することが知られている（内田

1939; 竹下 1992; 川瀬 2024）。コウライニゴ

イの受精卵は球形で、半透明の卵膜を持ち

（内田 1936; 岡山淡水魚研究会 1984）、卵径

については 2～3 mm 程度である（内田 1936; 

Park and Han 2024）。受精卵は水温 22～24 ℃

において、約 4日で孵化する（Park and Han 

2024）。また、コウライニゴイの受精卵には

粘性があることから、卵膜に砂が付着するこ

ともある（内田 1936; 竹下 1992; 岡山淡水魚

研究会 1984）。 

繁殖行動については、竹下（1992）が岡山

県旭川本流において、コウライニゴイ（原文

ではニゴイと表記）の雄による雌の追尾、雌

による産卵床の掘削行動、産卵・放精行動を

観察している。 

以上のようにコウライニゴイの繁殖生態

についての知見は比較的充実しているもの

の、縄張り保持行動や求愛行動の詳細につい

ては不明である。また、コウライニゴイの繁

殖生態の調査は河川のみで行われており（内

田 1936; 竹下 1992）、農業水路において調査

された例はない。 

著者は 2026 年 4 月に岡山県倉敷市の溜川

水系の農業水路においてコウライニゴイの繁

殖行動と考えられる行動の一部を観察する機

会があり、その繁殖生態に関する知見を得た

のでここに報告する。 

 観察地は岡山県倉敷市の溜川水系の農業

水路である。観察地の農業水路は三面コンク 



2 

 

Aquatic Animals 2026 | May 21 | Hirose AA2026-36 

 

 
Fig. 1. Top views of the barbel steed (Hemibarbus labeo), showing a male having pearl organs (A) 

and a female having no pearl organ (B). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リート護岸であるが、水路底には粒径 2－3 

mm程度の砂礫が堆積している。水路幅は約

6 m であり、水流は全くない。2026年 4月 28

日の 12:00～13:00 に目視によるコウライニ

ゴイの行動観察を行った。目視観察は陸上や

農業水路に架かる橋の上から行い、適時デジ

タルカメラ（Canon Power shot SX530HS）を

用いて写真撮影を行った。なお、撮影した写

真については、Microsoft Power Point 上で画

像処理を行った。繁殖期のコウライニゴイの

雄の頭部には白色の細かい追星（Pearl organs）

が現れることから（川瀬 2024）、目視観察に

おいても、頭部の追星の有無（Fig. 1）によっ

て雌雄を判別可能であった。  

 

縄張り保持行動 

観察地の農業水路の約 10 m の区間を往復

する雄を確認した。この雄はその区間に他の

雄が侵入すると、侵入した雄に体を擦り付け

ながらの平泳（Fig. 2A, B）や激しい追跡（Fig. 

2C）を行い、侵入した雄を追い払った。従っ

て、コウライニゴイの雄は縄張りを形成する

と考えられた。また、コイ Cyprinus carpio 

Linnaeus, 1758 が縄張りに侵入した場合も縄

張り雄はコイを追跡し、縄張りの外に追い払

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求愛行動 

 縄張りに雌が侵入すると、求愛行動と思わ

れる行動がみられた。その行動を以下の 4 つ

の段階に区分した。段階 1（追尾：Fig. 3A, Fig. 

4A）：遊泳する雌の後方から、縄張り雄が雌

と同程度の遊泳スピードで追いかける。段階

2（平泳：Fig. 3B, Fig. 4B）：縄張り雄が遊泳

スピードを高め、雌と平行に並び遊泳する。

段階 3（反転：Fig. 3C, Fig. 4C）：縄張り雄が

雌を追い越し、頭部の向きを変える。段階 4

（擦過：Fig. 3D, Fig. 4D）：縄張り雄が雌の前

方を横切るようにして、体を雌の吻先に擦り

付ける。 

目視観察中に段階 1～段階 4からなる一連

の行動は 11 回みられたが、産卵床の掘削な

らびに産卵・放精には至らなかった。 

コウライニゴイの近縁種であるニゴイ

Hemibarbus barbus (Temminck and Schlegel, 

1846) は産卵・放精前に段階 1～段階 4 と類

似した求愛行動を行うことから（Katano and 

Hakoyama 1997）、段階 1～段階 4の行動をコ

ウライニゴイの求愛行動とみなした。 

繁殖期のニゴイの雄は婚姻色によって、体

色および各鰭は著しく黒色化することが知

られている（中村 1969; 竹下 1992）。今回観

察されたコウライニゴイの雄の胸鰭と腹鰭 
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Fig. 2. High angle views of territorial 

behavior by the male barbel steed 

(Hemibarbus labeo), showing parallel 

swimming (A and B), and chasing (C). 

 
Fig. 3. High angle views of courting behavior by the male barbel steed (Hemibarbus labeo), 

showing tracking (A), parallel swimming (B), reversal (C), and rubbing (D). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は淡黄色を呈し、体色は雌とほぼ同様の色彩

であった（Figs. 2, 3, 4）。このことは、コウラ

イニゴイの婚姻色はニゴイほど強く発現し

ないという川瀬（2024）の主張を支持する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウライニゴイの産卵場は河川の瀬とさ

れていたが（内田 1939; 竹下 1992; 川瀬

2024）、本観察では、農業水路においてコウ

ライニゴイの縄張り保持行動と求愛行動が 
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Fig. 4. Top views of courting behavior by the male 

barbel steed (Hemibarbus labeo), tracking (A), 

parallel swimming (B), reversal (C), and rubbing (D). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察された。コウライニゴイは農業水路も産

卵場としている可能性が示唆された。 

ニゴイは産卵回遊することが知られてい

る（Kubo et al. 1953; 中村 1969; 竹下・木村

1991）。観察地の農業水路では夏季から冬季

にはコウライニゴイは全くみられないこと

から、コウライニゴイも産卵回遊している可

能性がある。コウライニゴイの繁殖生態につ

いて、さらなる調査が必要である。 
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